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誌上対談    日系アメリカ人の対日観と歴史認識 

 

 小島 茂（静岡県立大学経営情報イノベーション研究科教授） 

 Ronald SHINOMOTO (Technical and Scientific Writer, USA) 

 

なぜアメリカは日米戦争を始めたのか？ 

 

小島：日本人もアメリカ人も「日米戦争（1941 年～1945 年）を始めたのは

日本だった」と中学・高校で教えられています。しかしながら、戦前・戦中

の日本人の多くは日本に戦争突入を強いたのは米国とくにルーズベルト大統

領だったことを肌で知っていました。アメリカ人ジャーナリストのヘンリ

ー・ストークス氏も「ペリー来航から真珠湾への道：なぜアメリカは対日戦

争を始めたのか」（2012）という論考の中で、戦争を引き起こしたのはむしろ

米国だったという主張をしています。氏も指摘するように、欧米の植民地主

義国と日本との衝突は世界史的に不可避だったのです。日本はこの戦争に敗

れはしたものの、多くのアジア諸国に希望をあたえ、戦中、戦後、これらの

国々は欧米の宗主国からの独立を次々に成し遂げました。 

 

Shinomoto：ストークス氏の書いていることの大部分は真実であると思いま

す。アメリカが友好関係構築を装って日本を自国の目的のために利用しよう

と望んだという点にも同意します。実際、アメリカは世界支配のために日本

の戦略的立地条件を利用しようと望んだのです。日本も自国の野望があり、

それは日本がなぜ東アジアの大部分を侵略しインドを奪取する計画を持って

いたのかという理由と重なりますが、このことは日本政府管理下のインドで

使用されるはずだった通貨（私もその幾つかを保有しています）が示してい

ます。インドには多くの日本支持者が存在していたので、日本はチャンドラ・

ボースのようなインド軍部のリーダーの協力によって容易に同国を奪取でき

ることを知っていました。他の多くのアジア諸国の独立と同様、皮肉にも、

日本の敗戦がインドに 
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大英帝国からの独立を勝ち取る道を開いたのです。 

日本軍の優れた軍事的技能やサムライ精神にもかかわらず、人的資源や兵

器力が不足していたため、結局、日本軍は敗北しました。ハーバードで学ん

だ俊英な軍人で連合艦隊司令長官山本五十六もより優位な人的資源と武器を

持つ連合国軍を打ち負かすことは多分できないだろうと見て、いずれ日本が

敗れることを知っていました。戦後、日本がサムライ精神を持ち続けるより

はむしろアメリカの命令に従って経済に特化した国家になるという安易な道

を選んだのは悲しむべきことです。 

 

小島：日本にはインドを侵略する意図は全くありませんでした。逆に、長年

インドを植民地統治した大英帝国から同国を解放しようと努めたのです。実

際に、戦争終了数年後にインドは独立を果たしました。それゆえインドは日

本に感謝の念を抱き今日までずっと親日国であり続けているのです。日本は

敗れはしましたが、植民地化された多くのアジア諸国を西洋の支配から解放

しました。赤ん坊を出産しその直後に死亡した偉大な母親に日本がなぞらえ

られる所以です。 

なお、反共主義の陸軍大将ウェデマイヤーは「ウェデマイヤー回想録」で、

真珠湾攻撃は米国を第二次世界大戦に参戦させるためにルーズベールトが事

前に仕組み日本を挑発して起こさせたものだと述べています。 

 

Shinomoto：ウェデマイヤーは共産主義者を嫌悪していたのですが、日本軍

を打ち負かすことに焦点を絞り、そのことが最後に中国共産党が国民党を打

倒する決定打となりました。氏が国共合作を奨励していなかったならば、中

国共産党が中国を国民党から奪取する力を得ることはなかったでしょう。氏

は数年後に以前の声明を破棄することになるのですが、その時にはパンドラ

の箱はすでに開けられていました。トルーマンは自らの栄光を追い求めるだ

けの利己的なリーダーだったので、自分が権限を持つ立場にあることを見せ

つけるべく支援を保留することで国民党をさらに弱体化させました。 

日本が結局はインドの独立を叶えることを意図していたということ   
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に同意しますが、インドの豊富な天然資源へのより自由なアクセスのような

何らかの譲歩を求めていたことも確かだと思います。結局、それが東南アジ

ア諸国を日本がくまなく侵略したことの主な理由でした。 

 

小島：インドネシアを侵略し植民地としたのはオランダでした。インド、シ

ンガポール、香港そしてビルマを侵略し植民地にしたのは大英帝国でした。

カンボジア、ベトナムを植民地として侵略したのはフランスでした。フィリ

ピンをスペインから奪い取り植民地としたのは米国でした。当時は人種差別

が横行し、白人はアジア人が自分たちの奴隷として奉仕することを当然のこ

とと考えていました。日本は、西洋の植民地主義国からアジア諸国を解放す

べく、戦時中に当該諸国の指導者を東京に招待して大東亜会議を開きました。

この会議は重光葵外相が考案し東条内閣が主催したもので、チャンドラ・ボ

ースもインド代表として参加していました。そして実際、戦後これらの国々

は植民地から自国を解放することができました。日本はビルマでインドとビ

ルマの兵士の協力を得て大英帝国と戦いましたが、それはインドの天然資源

へのより自由なアクセスを求めてではなく、援蒋ルートと呼ばれる英国の中

国への軍事兵站ルートを切断するためでした。 

 

Shinomoto：そうでしたか。なぜ日本がインドやビルマの人々を解放しよう

と望んだのか本当の理由がわかりました。私は高校の世界史の授業でマッカ

ーサー将軍が主張したように日本は原材料物資へのアクセスを得るために東

南アジアを侵略したのだと教わりました。学んだことが誤解を招いたり、場

合によっては誤りであったことを考えると、アメリカの歴史書に対して私は

もっと批判的であるべきなのかもしれません。 

 

小島：米国の高校生は日本に関する限り明らかに洗脳されていると思います。

米国で教えられる世界史はある程度、捏造されていることは確かです。例え

ば、「ＸＸを忘れるな！」というスローガンは米国が戦争を開始しそれを正当

化する常套句です。土地を奪うためのアメリカ 

・イディアンに対する戦いで、フィリピンを得るためのスペインとの戦 
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いで、そして太平洋戦争中の日本との戦いで、この決まり文句を繰り返し使

いました。そして戦争の引き金となる事件は、注意深く事前に意図的に計画

されていたのです。 

 米国がハワイを侵略した 19世紀後半、カメハメハ王朝は明治政府に支援を

求めました。しかし、日本は当時その要請に応じるに十分な強国ではなかっ

たため米国との戦争突入を回避し、結果として、王朝は崩壊したのです。 

 原爆投下によって約 30万人の日本人が犠牲になりました。このホロコース

トから目を逸らすため、米国は東京裁判において南京大虐殺というフィクシ

ョンを仕立て上げ日本軍がほぼ同数の中国人を殺害したと主張したと言われ

ています。当時の南京市の全人口は約 20万人で、大多数の市民が戦争中も戦

後でさえも生存していたにも拘らずです。 

 

Shinomoto：あなたが言っているのは“メーン（※Maine）を忘れるな”のこ

とだと思います。アメリカは、アメリカ・インディアンの文化を滅ぼすに際

して、フィリピンを占領するに際して、そしてその他諸々の侵略的な行動に

従事するに際して、高貴さとは無縁でした。第二次世界大戦通の友人に確認

した話ですが、クリーブランド大統領は、ハワイの女王リリウオカラニが君

主としてハワイを統治する憲法上の権利の保持を求めたのに対し、それを認

めるどころかアメリカ軍を送り込んで彼女の政府を屈服させ、そしてハワイ

の天然資源と人々を搾取しました。だいぶ後になって、大統領ビル・クリン

トンが彼女の政府を引きずり下ろしたアメリカの行為に関し謝罪しましたが、

それは巷でよく言われるように too little, too late（微々たるものでかつ遅す

ぎた）でした。 

 

小島：あなたは以前南京大虐殺をある程度捏造されたものだと言いましたが、

私は完全な捏造であるという立場です。アメリカの中高生が捏造された歴史

的事実なるものを教えられ、その後の人生においてそれ 

を真実として信じ続けるのは嘆かわしいことです。 
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Shinomoto：南京大虐殺は明らかにその殆どの部分が捏造でした。しか 

し、よく言われるように利権は戦勝者に帰属します。歴史書の書き直しもそ

うです。インド人の親友に日本について尋ねたところ、温和で平和な国だと

答え、あなたの見方の通り、歴史書は同じ事柄を政治的な見解に従ってまっ

たく異なるように書けるので、歴史書にはさほど関心はないとも言っていま

した。 

70 年以上も前に日本が中国や朝鮮に対して行ったと主張されていることは

今日の問題とは無関係なのですから、これらの国々の政府や情報不足の人民

がしつこく日本を困らせることを止めるよう望みます。彼らは日本を身代わ

りとして利用しようと試みるのではなく、自分自身の内部の問題解決に焦点

を合わせるべきです。アメリカにおけるアジア系アメリカ人のように、これ

から何世代も後に彼らが日本と日本の人々を愛し尊敬するようになることを

望みます。 

 

世界文明の一つとしての日本 

 

小島：サミュエル・ハンティントンは世界を 7 大文明に分類しています。す

なわち、西洋、ラテン・アメリカ、儒教、イスラム、ヒンドゥー、スラブ正

教会系、そして日本です。氏は、朝鮮とベトナムは儒教・中国文明に属する

が日本文明はそれとは極めて異なると論じています。最近、韓国は先祖帰り

して中国に急接近していますが、文明の異なる日本は決して中国と同盟を結

ぶことはないでしょう。 

 

Shinomoto：ハンチントンは日本を他の極東諸国と同一視しなかったので賢

明です。氏は、宗教や信仰は文明の進展において重要であると信じた英国の

アーノルド・トインビーに匹敵する、と読んだことがあります。ハンティン

トンは、宗教、信仰、民族的な衝突は、政府とくに西洋の民主主義政府より

も文明の形成において重要であると論じています。氏は日系三世の政治学者

フランシス・フクヤマ（彼の祖父は臆病にも日露戦争を避けてアメリカに逃

避しました）がその著書『歴史の終わり』 
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の中で、「西洋の自由民主主義と自由市場資本主義は人類の社会文化的進化の

終焉の兆候となりそして人類統治の最終的形態となる」と主張していること

に真っ向から反論しています。ハンティントンがジョンソン、カーターとい

う二人の大統領の政策アドバイザーであったという事実は、彼が誠実な人格

者だったことを示しています。「西洋文明が世界を支配することはもはやない

だろう」と氏は感じていましたが、それが現実になるにはまだ極めて長い時

間が必要でしょう。 

 

第二次世界大戦の真実 

 

小島：第二次世界大戦の真実を知るために、次の二冊の本を推薦します。 

 

●Charles Beard（チャールズ・ビアード） 

President Roosevelt and the Coming of the War, 1941: Appearances and 

Realities （『ルーズベルトの戦争責任』） 

 

●Herbert Hoover（ハーバート・フーヴァー） 

Freedom Betrayed: Herbert Hoover’s Secret History of the Second World 

War and its Aftermath (Hoover Institution Press Publication)（『裏切られ

た自由：ハーバート・フーヴァーの第二次世界大戦秘史とその余波』）（フー

ヴァー研究所刊） 

 

ビアードは、ドイツ、イタリア、日本が宣戦布告や対米戦をする以前にル

ーズベルトが米国をどのように第二次世界大戦へと追い込んで行ったのか述

べています。 

フーヴァーは、ルーズベルトが日本を戦争に突入するよう挑発したと裁断

しています。また原爆の使用は誤りであり、蒋介石に毛沢東との連携を強い

たのも完全な失敗だったと主張しています。 
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Shinomoto：（幾日か後）私は遂に二冊の本を読む機会を得ました。過去の私

は、ルーズベルトは最も偉大な大統領の一人であり、フーヴァーは最悪の一

人だと考えていましたが、アメリカの学校制度に洗脳されていたといわざる

をえません。なぜ日本が極東に拡張していったのか、今はよく理解できます。

マッカーサー将軍自身が認めたように、日本は天然資源に恵まれない国だっ

たからです。合衆国は自由主義者の近衛首相が野村提督を通してアメリカと

の和平を提案してきたにもかかわらず、強情にも平和への妥協の交渉を拒否

しました。近衛首相は、反米の外務大臣松岡を更迭し豊田提督へ差し替える

ことさえ行い、ルーズベルト大統領との直接会談を提案しました。しかし、

ルーズベルトは洞察力に欠け（あるいはあなたが主張するように故意に日本

に戦争を挑発するという隠れた政治課題があったため）、近衛が辞任し、そし

てタカ派の東条が後を引き継ぐという展開になりました。それでもまだ日本

は、合衆国に対しそれなりの提案を野村提督を通して行っていました。しか

し、中国、大英帝国、オーストラリアが日米交渉の妥結に公然と反対しまし

た。ルーズベルトは（現実には国務長官コーデル・ハルが）日本の提案に対

し少なくともそれなりの返答を与えました。恐らくルーズベルトに急かされ

てのことでしょうが、ハルは、自身でも日本には決して受け入れられないで

あろうとわかっていた馬鹿げた提案を行いました。 

戦後、1946 年に開催された真珠湾問題に関する連邦議会の委員会で、証言

台の陸軍長官（現国防長官）スティムソンは、合衆国は日本との戦争を挑発

することを欲しその軍事力全てを用いて日本と戦う準備ができていた、と認

めました。しかし、平和を愛好するアメリカ人（不運にもブッシュ大統領（息

子）は愚鈍過ぎてこれが理解できず、一方的にイラクを攻撃しました―その

際、アメリカ国民は騙されてイラクが大量破壊兵器を保有していると考えさ

せられていたためこれを支持しました―周知のように大量破壊兵器は後に虚

偽情報と判明しました―このため誇り高い黒人の国務長官コリン・パウエル

は辞任しその後オバマの大統領選を支援しました）は日本あるいはどの外敵

に対しても最初の一撃をアメリカが行うことを決して容認しないであろうと

彼らは知って 
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いたので、そのための最善の方法は日本にアメリカ襲撃以外の選択肢を与え

ないことだと考え工夫したのです。事実、ルーズベルトの内部の人間は、“宣

戦布告なき”真珠湾襲撃の一日前に、日本がアメリカのどこかを襲撃するで

あろうことを知っていました。 

ウェデマイヤー将軍は、軍事傍受部門がアメリカはどこかが 12 月 6 日の翌

日、真珠湾の前日、に襲撃されることになっていることを知っていましたが、

重要地域（太平洋中心部、フィリピン、オランダ領東インド諸島など）の軍

事基地に何の警戒警報も発しなかった、と述べています。また、在ワシント

ン DC 海軍通信部の通信防護セクション担当海軍大佐スタフォードは、独立情

報源二ヶ所からあの運命の日に日本が合衆国を襲撃するであろうと聞き知っ

ていたとハート・ボード提督の前で証言しています。最終的に東部標準時間

の午前 10：15 に SIS（信号情報部）が「東部標準時間午後 1 時（ハワイ時間

午前 7 時）に日本が合衆国に宣戦布告をするであろう」と確認しました。そ

れは、もちろん真珠湾が爆撃された時刻でした。 

原子爆弾投下に関して、フーヴァーは「トルーマンの不道徳な命令であっ

た」と書いています。日本が再三和平の意思表示をしていたというだけでは

なく、アメリカ史全体において前代未聞の残虐な所業でもあります。それは

アメリカの良心に永遠に重くのしかかるでしょう。さらにフーヴァーはアメ

リカ国民が中国の蒋介石政権をアジアの民主主義のために戦う民主主義者で

あると信じ込むようにミスリードされたとも語っています。つまり、アメリ

カ国民は、自分たちは軍事独裁体制に対抗する兄弟のような民主主義のため

に戦っているのだと信じるように洗脳されたのです。実際には、蒋介石は秘

密結社（Kao Ming Ting）を基にした軍事寡頭体制の軍司令官でした。中国と

共に戦ったことへのルーズベルトの弁解は、各地での侵略行為の打倒でした。 

真実は、それはアジアが 3000年にわたって行って来た内部問題であり、ま

た合衆国がこの内部問題に首を突っ込む必要はなく、アジア諸国は自分たち

で侵略行為を拒絶すべきでした。フーヴァー自身が述べたように、アメリカ

はアジアの巨竜を欧州の慰めに滅ぼしたのです。 
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小島：ハルに関しては、ハル・ノートを作成したのはハル長官自身ではなく、

上院議員マッカーシーの赤狩り（マッカーシズム）やヴェノナ文書でソ連の

スパイだったことが暴露されたハリー・ホワイトでした。 

 

宗教と政治 

 

小島：日系アメリカ人のリーダーの多くが政治家を含めクリスチャンである

と理解しています。彼らがアメリカ社会の主流の価値を選んだのは自然なこ

とです。日本ではクリスチャンは全人口の 1％（107万人）以下に過ぎません

が、安倍内閣には麻生太郎財務大臣（元首相）を含む何人かのクリスチャン

閣僚がいます。外務大臣として 1972年に中国と外交関係を樹立した大平正芳

首相もクリスチャンでした。なぜでしょう？ 第二次大戦の後、アメリカ文

化とキリスト教の教義が結合し、そのような雰囲気の下で教育を受けた人々

が相次いで政界に入ったからともいわれています。 

 

Shinomoto：安倍内閣に多くのクリスチャン閣僚がいるのは、最も著名な日

系アメリカ人とくに政治家がクリスチャンであるアメリカにおける状態のよ

うですから、驚きではありません。本質的にキリスト教は積極的に主張する

宗教です。それに対し、仏教は受動性を称賛します。日本や他の極東の国々

ではこの方がより良く機能するかも知れませんが、アメリカでは明確な短所

になります。中国でも共産主義者による権力奪取までは著名な指導者はほと

んどが孫文や蒋介石のようなクリスチャンでした。しかし、クリスチャンで

あることが必ずしも偉大なリーダーを意味する訳ではなく、蒋介石は第二次

世界大戦中、真の敵である毛沢東傘下の共産主義者というよりむしろ日本に

戦闘の焦点を合わせたため、今日では多くの台湾人に批判されています。 

 

小島：第二次世界大戦中の政治と宗教に関してですが、日本は 2600年 

 

 



11 

 

以上続いてきた国の民族アイデンティティの存在としての天皇を護ろうとし

ました。昭和天皇は同戦争中にたまたま在位されていたのです。そもそもエ

ンペラーという言葉が誤解を生みかねません。天皇は、中国や欧州における

君主のようなものではなく、ローマ・カソリック教会の法王の如くより祭祀

王に近い存在です。従って日本の歴代天皇は苦悩する民衆のために祈りを捧

げてきました。今上天皇及び皇后も先の大地震の直後に東北地方の被災者を

見舞われました。それゆえ、日本人は天皇を崇敬する存在としてずっと支え

てきているのです。天皇なくして日本はもはや真姿の日本ではないと言って

も過言ではないでしょう。 

 

Shinomoto：日本文化における天皇のポジションに関しても教えてくれて有

り難く思います。私は今になってようやくなぜ日本人が欧州や世界のその他

の国々における君主制とは異なりそのポジションに究極の尊敬の念を抱くの

かが理解できました。もしも、天皇裕仁を単に日本国家の正当な元首として

受け容れてきたのなら、この不必要な苦悩のすべては避けられていたでしょ

う。天皇が、日本においてこのように崇敬される存在だったことを私は全く

知りませんでした。 

 

GHQと日本国憲法 

 

小島：GHQは戦後直ぐ日本政府に対し新しい憲法の草案を作成するよう命じ

ました。しかし、GHQはどの草案をも認可せず、代りに GHQの若手スタッ

フグループが 8 日間で書き上げた英語の憲法案を受け容れるよう日本政府に

強いました。GHQはまた日本が如何なる武装部隊（軍隊）を持つことも禁止

しました。別の表現をすると、日本が二度と米国に刃向わないようすべての

兵器を日本から没収したのです。  

 新憲法は、日本が如何なる軍隊の保持も断念することを決意し、諸国民の

公正と信義に信頼して自らの生存を委ね永遠に戦争を放棄すると述べていま

す。しかし、現実には、日本を取り巻く諸国は中国、北朝鮮、韓国そしてロ

シアであり、全てが反日国家と呼ばれている国々です。米軍が日本の憲法を

維持すべく日本に駐留しています。米軍なくしては、  



12 

 

日本は即座にこれら反日諸国の植民地となるでしょう。米国は日本を半永久

的に支配しようと意図したので、GHQ は憲法改訂を困難なものにしました。

改正には国会議員 3分の 2以上の承認と国民投票の過半数を必要とします。 

植民地の定義では外国の軍隊に守られる国もその中に入りますが、その意

味では日本は戦後 67年間ずっと米国の植民地だったわけです。安倍晋三首相

と石原慎太郎日本維新の会共同代表は、米国からの真の独立を得るために

GHQ が裏書きして推進した戦後体制からの離脱を主張する日本の政治家で

す。日本は国を自力で守るべく自国軍の強化が必要です。戦前の日本は中国

及びロシアを監視する番犬でしたが、戦後は、日本に代わり米国が番犬にな

りました。現在、アジアには日本にもっと強い国になって中国の覇権主義や

圧政にストップをかけてもらいたいと願っている国々や民族が少なくありま

せん。財政難の米国にとっても、日米同盟を堅持しつつも日本に番犬役を返

上して行ったほうが有益でしょう。日本も自らの世界史的使命をもっと自覚

する必要があります。 

 

Shinomoto：日本における米軍の状況を明確にしてくれて感謝します。共産

党政府は、日本軍が戦争中に中国及び中国人民に対し数多くの残虐行為を犯

したと考えさせようと、その人民を明らかに洗脳しました。実際は、日本は

長年にわたって財政援助を中国に提供しましたが、中国の人民に対してこの

事実は明らかに隠蔽されています。  

 日本は、極東地域の安全保障上の重要な一員となることで、アメリカの競

合者としてのイメージを和らげなければならないでしょう。それ故に日本は、

アメリカ政府が同地域での軍事基地維持に感じている重圧を軽減すべく強力

な軍隊を持つことが必要なのです。合衆国の軍隊が同地域から引き揚げると

攻撃的な中国がその状況を利用することになることを知っているので、アメ

リカ側は楽観できません。安倍首相とその内閣は日本の軍隊構築の小さな一

歩であり、うまく行けば、日本自体の権益だけでなく合衆国の権益も守るこ

とができるようになるでしょう。 
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小島：Ａ級戦犯として有罪判決を受けた東条英機元首相の孫娘、東条由布子

氏が今年 2月 16日に 73歳で他界しました。彼女は、太平洋戦争の原因追究、

東京裁判そして韓国人慰安婦に関する捏造史実に対する戦いに一身を捧げま

した。 

 東条英機は他の 6人の戦犯と一緒に靖国神社に祀られています。日 

本の観点からは彼等は犯罪者ではありません。日本は中国や韓国からの抗議

を恐れ、ここずっと、小泉純一郎首相以外の首相は靖国神社参拝を差し控え

てきました。安倍首相は、小泉首相の辞任を受けて首相に選出された 6 年前

に同神社を参拝しなかったことを後悔していると記者会見で語っており、今

年は参拝する可能性が高いと見ています。 

 

Shinomoto：私はこの勇気ある女性のことを知りませんでした。また、安倍

氏は首相としての最初の任期中、政治的過ぎました。氏はそれ故に多くのス

キャンダルに苦しみ、辞任せざるを得ませんでした。 今回は、氏が靖国神社

参拝を含め自分の言葉に忠実であってそして日本の名誉のために闘うことを

希望します。 

落選後に返り咲き再選を果たした唯一のアメリカ大統領はクリーブランド

です。彼は一般投票に勝利しながら大統領選挙人団（今日でも使われる異論

の多い投票制度）で敗れた僅か 4 人の大統領候補の一人です。この出来事が

最後に起きたのはゴアがブッシュ大統領（息子）に敗れた 2000年です。ゴア

は正義感が強すぎて、大統領として大きな成功を収めながらもホワイトハウ

スの実習生と是認されない関係を結び大統領職に恥辱をもたらしたクリント

ンと関係を断とうとしました。 

 いずれにしても、私の日系アメリカ人の友人や親族は、私から受け取る第

二次世界大戦における日本の本当の役割についてのメッセージに大変喜んで

います。彼らは、日本の軍国主義的な歴史に関して感じている恥の意識（マ

イク・ホンダは根拠もなく主張された韓国人従軍慰安婦たちを支援し日本軍

を非難する決議文の発起人になることでこの罪意識から脱却できると考えた

のです）が大多数の日系アメリカ人が共有することの一つであり、そして「日

系アメリカ人かどうか見分ける 101の独自の方法」 “The Original 101 Ways 

to Tell if You’re Japanese  
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American”（もともとはロスアンゼルスで発行された日系アメリカ人の新聞

（羅府新報）に書かれ出版された）のリストに含まれているべきであった、

と私に語りました。それは、日系アメリカ人が経験したことへの何らかの洞

察をあなたに与えるかもしれません。 

 

小島：101の項目の一つに、「真珠湾記念日には自宅に留まる」と 

書かれています。あなたは今、歴史的な洗脳から自由になったのですから、

12月 8日の真珠湾記念日に自宅に留まらねばならない理由はありません。 

 ところで、杉原千畝を知っていますか？ クリスチャンで日本の外交官、

戦前及び戦時中に多くのユダヤ人をナチのドイツから救出した人物です。又、

クリスチャンで「武士道」の著者の新渡戸稲造についてはどうですか？ 

 

Shinomoto：杉原と新渡戸のことは聞いたことがありませんでした。素晴ら

しい人たちのことを教えてくれて感謝します。私は新渡戸のようなクエーカ

ー教徒が創立した会社（PQ Corporation）で働いていました。ニクソンも、

両親がペンシルヴァニアからカリフォルニアへ移住して以来のクエーカー教

徒です。クエーカー教徒は神への献身と簡素なライフスタイルで知られます。

クエーカー教徒はまた友人であることで知られていますから、PQ 社の通信

文は“親愛なる友よ”という挨拶で始まるのが常でした。 

ところで、12月 8日は不名誉な演説がなされたルーズベルトにとって知ら

れた日で、真珠湾記念日は 12月 7日です。皮肉にもルーズベルトは“不名誉

に残る一日”として前日に言及したのです。ルーズベルトは日本に合衆国を

一方的に襲撃させ、密かにほくそ笑んでいたのですから、これらの言葉は皮

肉です。 

 私は、第二次世界大戦での日本の役割に関するあなたの意見を
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尊重します。アメリカでは、「日本軍は侵略者で、それゆえアメリカは日本と

の戦争に進んだ」と教えられました。101の項目の内の一つ、49番目は、「日

本の軍国主義的歴史を恥じる」とあります。私は今やその項目に横線を引き

我がリストから抹消できます。 

（肖像画担当：小島 茂） 

 

 


